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事
項
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12月定例会は12月16日から19日まで開催され、
一般会計補正予算、特別会計補正予算、条例改正等
の可決、人権擁護委員候補者の推薦を承認し、5人の
議員が一般質問をして村政の考えを聞きました。

12月
定例会

第７回臨時議会（11月28日）
おもな協議内容 全員賛成で可決
● 職員給与条例の一部改正

職員の通勤手当、勤勉手当などが若干増額になる。

● 一般会計補正 …………………………………………２５８４万円を追加
おもな財源 村債（借金） ……………………………………………2720万円
おもな使いみち 学校建設の２期工事分を一部 １期工事に振替 2336万円

● 特別会計補正予算の４会計補正がありましたが、特に目立つ所がありませんので
記載しません。
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４
４
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万
円
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額

●
条
例
改
正

条
例
改
正
は
３
案
件
で
、
国
の
改
正
に
伴
う
案
件

で
す
。
︵
税
条
例
、
国
民
健
康
保
険
、
保
育
所
︶

●
視
 
点

介
護
保
険
の
保
険
給
付
費
が
減
額
に
な
っ
た
要
因

の
一
部
は
在
宅
看
護
な
ど
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
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議案等の質疑
本定例会で行った、協議会で
の質疑の一部を紹介します。

Ｑ道志村国民健康保険条例の一部を改正する条例とはなにか
Ａ 出産一時金の内、国の補助部分が減額となるため、条例を改正して村支給
分を増額し、現在の支給額と同額になるようにします。

現 行 390,000円（村支給）＋30,000円（国補助）＝420,000円
改正後 404,000円（村支給）＋16,000円（国補助）＝420,000円

Ｑ介護保険の被保険者の内訳は
Ａ 第1号被保険者（65歳以上）  592名
第2号被保険者（40歳～64歳）290名

となっています。

Ｑ村道等の除雪費はどのようになっているのか
Ａ 平成26年2月に単価を改正しましたが、この額が

適正かどうかについては、近隣の市町村等を調
査して検討します。

Ｑ保育所の保育士が1人欠員となっているがその対応は
Ａ 現在、アルバイトにより対応していますが、広報

12月号に掲載して募集していますので、新年度
からは解消できる見込みです。今後も、保育所の
運営に支障が出ないよう必要な人員は確保して
いきます。

 

 

保育所にて保育所にて
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Ｑ富士山噴火の
対応は

一般質問
（これが聞きたい）

大田博文  議員
ひろふみ

大田博文  議員
ひろふみ

大
田富

士
山
噴
火
に

伴
う
対
応
は

地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
、
定
め
る

村
長平

成
24
年
に
、﹁
富
士

山
火
山
防
災
対
策
協
議

会
﹂が
設
立
さ
れ
、避
難

範
囲
を
設
定
し
、
噴
火

災
害
に
お
け
る
人
的
被

害
の
軽
減
を
図
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
非
難
範
囲
に
道

志
村
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

道
志
村
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
、
防
災
・

減
災
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
を
定
め
て
い
ま

す
。小

中
学
生
の
体
力
は

バ
ス
通
学
で
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
変
わ
り
に
帽
子

を
か
ぶ
る
事
は
出
来
な

い
か
。
高
校
生
へ
の
通

学
支
援
は
。

ほ
ぼ
全
国
平
均
を

維
持

教
育
長

小
学
校
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
全
国
平
均
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
学
校
に
つ
い
て
は
、

瞬
発
力
の
試
さ
れ
る
種

目
は
優
れ
て
お
り
、
持

久
力
の
試
さ
れ
る
種
目

が
苦
手
の
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
苦
手
な
種
目

も
全
国
平
均
と
同
レ
ベ

ル
か
そ
れ
以
上
で
す
。
 
 
 
 
 
 

バ
ス
通
学
は
、
添
乗

員
が
い
な
い
の
で
、
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る

た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

高
校
生
へ
の
通
学
支

援
は
一
人
あ
た
り
年
額

12
万
円
を
助
成
金
と
し

て
支
給
し
て
い
ま
す
。

役
場
庁
舎
の
計
画
は

耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
役
場
庁
舎
の

今
後
の
計
画
は
。

様
々
な
角
度
か
ら

検
討

会
計
管
理
者

平
成
24
年
11
月
に
耐

震
診
断
を
実
施
し
、
補

強
が
必
要
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
、
本
村
の
中
核

的
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
補
強
な
の
か
新
規

建
て
替
え
な
の
か
、

様
々
な
角
度
か
ら
村

民
・
議
会
・
行
政
が
一

体
と
な
り
十
分
な
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

道
志
の
湯
へ
の

木
材
の
流
通
は

道
志
の
湯
に
安
定
供

給
す
る
木
材
の
流
通
は

構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
。

間
伐
等
の
森
林
施
業

や
路
網
の
整
備
等
は
。

安
定
供
給
の
体
制
は
、

整
っ
て
い
る

産
業
振
興
課
長

道
志
の
湯
へ
の
薪
の

供
給
体
制
で
す
が
、
現

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

在
、
５
０
０
㎥
の
在
庫

木
材
が
あ
り
、
安
定
供

給
の
体
制
は
、整
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

森
林
整
備
に
つ
い
て

は
環
境
税
を
導
入
し
、

整
備
促
進
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
路
網

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

も
、
４
地
区
の
整
備
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
事
業
所
の

経
営
状
況
は

QQ

Q

Q

Q

Ａ

良
好
な
施
設
管
理
と

運
営
を
は
か
る

産
業
振
興
課
長

平
成
25
年
度
実
績
で
、

道
志
の
湯
、水
源
の
森
、

み
な
も
と
体
験
館
、
豆

腐
加
工
施
設
の
４
施
設

が
赤
字
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、今
後
、良
好

な
施
設
管
理
と
運
営
が

図
ら
れ
る
よ
う
指
導
、

監
督
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｑ「まち・ひと・しごと」
創生事業は

出
羽地

方
創
生
法
が
成
立

し
、
今
後
議
論
が
深
ま

る
と
思
う
が
、
こ
の
事

業
を
導
入
し
魅
力
あ
る

村
づ
く
り
に
取
り
組
む

考
え
は
あ
る
か
。

早
期
に
取
り
組
み

活
力
あ
る
村
づ
く

り
を
進
め
る

村
長地

方
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
国
が
元
気
に
な

ら
な
い
。
今
後
具
体
的

な
政
策
が
出
る
と
考
え

ま
す
。
早
く
手
を
あ
げ

て
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
活
力
あ
る
村

づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

何
を
す
べ
き
か
。

村
の
環
境
を
利
便
性

の
あ
る
よ
う
に
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、
若
者
も

安
心
し
て
定
着
で
き
、

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
若
者
も
増
え
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

課
題
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今

や
ら
な
け
れ
ば
出
来
な

い
と
い
う
決
意
で
取
り

組
み
、
村
造
り
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
出
会
い
の
場
を

提
供
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
次
年
度
の
開

催
予
定
は

継
続
し
て
実
施

し
て
い
く

村
長結

婚
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
村
の
人
口

増
加
対
策
と
し
て
も
最

重
要
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。議
会
、結
婚
相

談
員
及
び
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
来
年
度
以

降
も
婚
活
イ
ベ
ン
ト
並

び
に
結
婚
相
談
事
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば

す
取
り
組
み
は

年
２
回
の
健
康
診
断

受
診
、事
後
指
導
，再
受

診
で
早
期
発
見
、
各
種

運
動
教
室
で
予
防
処

置
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
の

充
実
が
重
要
だ
と
考
え

る
が
。

集
団
健
診
、
予
防

事
業
及
び
運
動
教

室
で
健
康
増
進

住
民
健
康
課
長

平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
差
を
短
縮
す
れ
ば

個
人
の
生
活
の
向
上
と

医
療
費
の
削
減
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

春
、
秋
の
集
団
健
診

事
業
で
は
５
４
２
人
が

受
診
し
て
い
ま
す
。
健

診
後
は
医
師
に
よ
る
事

後
指
導
を
行
い
、
再
検

査
が
必
要
な
方
に
は
早

期
の
対
応
を
指
導
し
て

い
ま
す
。ま
た
、各
種
運

動
教
室
等
を
実
施
し
、

住
民
の
健
康
増
進
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
の
サ

イ
ク
ル
を
さ
ら
に
充
実

し
元
気
住
民
の
増
加
と

医
療
費
の
削
減
に
努
め

ま
す
。

本
年
度
導
入
し
た

人
間
ド
ッ
グ
利
用

者
は

住
民
健
康
課
長

﹁
 元
気
住
民
づ
く
り
﹂

ど
う
し
人
間
ド
ッ
グ
事

業
は
12
月
現
在
14
名
の

方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
再
質
問
あ
り
 ﹂

一般質問
（これが聞きたい）

出羽和平  議員
かずとし

出羽和平  議員
かずとし

Ａ

Ａ Q

Q

Q

Ａ

集団健診集団健診

集団健診集団健診
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長田達義  議員
たつよし

長田達義  議員
たつよし

Ｑ民有林整備計画の
見直しの提案を

長
田山

梨
県
で
は
森
林
環

境
税
を
財
源
と
し
て
、24

年
か
ら
28
年
度
の
５
年

間
で
民
有
林
４
０
０
０

ha
を
整
備
す
る
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。︵
別
掲
︶

南
都
留
森
林
組
合
で

も
、
25
年
の
繰
越
分
が

終
了
し
た
所
で
す
。
県

は
、
森
林
所
有
者
の
同

意
を
得
る
作
業
に
手
間

取
っ
て
い
る
こ
と
を
主

な
理
由
に
上
げ
て
い
る

が
、
計
画
を
達
成
で
き

な
い
理
由
を
検
証
し
、

計
画
の
見
直
し
を
検
討

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
村
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。
町
村
会
や

県
に
通
ず
る
会
議
で
見

直
し
の
提
案
は
で
き
な

い
か
。

必
要
に
応
じ
て

県
に
要
望

村
長山

梨
県
で
は
、
環
境

税
を
活
用
し
、
県
内
の

森
林
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

道
志
村
に
お
い
て
も
、

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
都
留
森
林
組
合
が
施

業
主
体
と
な
り
、
施
業

計
画
を
作
成
し
、
平
成

25
年
度
、
白
井
平
地
区

の
25
林
班
で
27
ヘ
ク
タ

ー
ル
実
施
し
、
平
成
26

年
度
に
お
い
て
も
日
陰

地
区
の
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
整
備
を
予
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

森
林
環
境
税
を
活
用

し
た
森
林
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
施
業
主
体
が

実
際
に
整
備
で
き
る
可

能
な
面
積
を
算
出
し
、

山
梨
県
に
申
請
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
整

備
の
進
ま
な
い
状
況
は
、

山
梨
県
の
問
題
で
な
く
、

施
業
主
体
が
整
備
計
画

作
成
に
時
間
と
手
間
が

か
か
る
た
め
、
申
請
面

積
を
少
な
く
見
積
も
っ

て
い
る
の
が
原
因
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
申
請
基
準
や

手
続
き
上
の
問
題
が
あ

る
か
ど
う
か
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
県
に
要

望
す
る
こ
と
も
考
え
ま

す
。森

林
整
備
の
一
体
的

な
計
画
は
作
成
で
き

な
い
か

﹃
森
林
整
備
計
画
』

は
、
平
成
25
年
度

に
策
定

村
長森

林
整
備
の
一
体
的

な
計
画
づ
く
り
に
つ
い

て
で
す
が
、
既
に
村
が

作
る
べ
き
﹃
森
林
整
備

計
画
﹄は
、平
成
25
年
度

に
で
き
て
ま
す
。

村
で
は
、
施
業
計
画

の
作
成
費
用
の
ほ
ぼ
全

額
を
助
成
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
村
の
森

林
整
備
を
進
め
る
た
め

に
は
、
能
力
や
実
績
等

を
考
え
ま
す
と
、
南
都

留
森
林
組
合
に
施
業
主

体
と
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
一
番
効
率
的

な
方
法
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
施

業
計
画
作
成
の
た
め
の

助
成
措
置
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Ａ Q

＊民有林間伐計画

・24年度計画 704ha 実績316ha（44.9%）

・25年度計画1187ha 実績541ha（45.6%）

・26年度計画 645ha 実績 ……（50%位）
作業道作業道
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水越茂広  議員水越茂広  議員水越茂広  議員
しげひろしげひろ

Ｑ新年度予算の
方針は

水
越平

成
27
年
度
予
算

編
成
方
針
は

11
月
に
公
表
さ
れ
た

道
志
村
平
成
25
年
度
決

算
で
は
、
健
全
な
財
政

状
況
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
財
政

を
見
ま
す
と
、
赤
字
額

が
１
０
０
０
兆
円
を
超

え
消
費
税
の
増
税
が
先

送
り
さ
れ
る
な
ど
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
依
存

財
源
に
頼
る
本
村
の
財

政
に
も
影
響
が
表
れ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

平
成
27
年
度
予
算
で
は
、

自
主
財
源
の
確
保
策
や

事
務
事
業
の
効
率
化
等

に
よ
る
更
な
る
経
費
節

減
が
求
め
ら
れ
ま
す
が

そ
の
、
編
成
方
針
は
。

事
業
内
容
を
見
直
し

整
理
合
理
化
を
考
え
る

村
長国

に
お
い
て
は
、
前

年
度
予
算
に
引
き
続
き
、

民
需
主
導
の
経
済
再
生

と
財
政
健
全
化
目
標
の

双
方
の
達
成
を
目
指
し
、

無
駄
を
排
除
し
、
厳
し

い
優
先
順
位
付
け
を
行

い
、
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い

た
予
算
方
針
に
な
っ
て

い
ま
す
。

国
が
掲
げ
て
い
る

﹁
地
方
創
生
﹂
に
つ
い

て
、
新
た
な
施
策
等
が

組
ま
れ
る
こ
と
も
想
定

し
て
、
今
後
の
国
の
予

算
編
成
や
地
方
税
財
政

制
度
に
つ
い
て
、
動
向

を
見
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

本
村
の
平
成
27
年
度

の
村
税
収
入
見
通
し

は
、
法
人
税
率
引
き
下

や
、
地
方
交
付
税
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
も
減

額
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
、
予
算
編
成
の
基

本
方
針
と
し
ま
し
て
は
、

26
年
度
か
ら
継
続
す
る

小
中
学
校
の
建
設
事
業

に
よ
り
、
起
債
等
に
よ

る
多
額
の
財
源
の
確
保

が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
後
年
度
へ
の
財
政

負
担
や
費
用
対
効
果
な

ど
、
事
業
内
容
等
を
再

度
見
直
し
、
よ
り
有
利

な
補
助
制
度
等
を
活
用

し
、
総
合
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
事
業
も
目

的
が
概
ね
達
成
で
き
た

も
の
、
投
資
効
果
の
少

な
い
事
業
等
は
、
廃

止
・
縮
減
を
図
り
整
理

合
理
化
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Q

校舎完成予想図校舎完成予想図
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ちから

山口　力  議員
ちから

山口　力  議員

Ｑ地域おこし協力隊の
支援について

山
口道

志
村
で
は
、
平
成

25
年
度
よ
り
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
受
け
入

れ
て
、
村
の
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
事
業
費
は
す

べ
て
が
総
務
省
か
ら
の

特
別
交
付
税
が
当
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

協
力
隊
各
人
の
希

望
・
方
向
性
な
ど
を
伺

い
、
村
と
し
て
単
独
支

援
す
る
よ
う
な
体
制
が

と
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

今
い
る
人
達
が
定
住
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

後
も
協
力
隊
を
受
け
入

れ
る
事
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
辺
に

つ
い
て
ど
う
い
う
考
え

か
。単

独
支
援
は

考
え
て
い
な
い

村
長26

年
度
の
予
算
編
成

の
時
に
２
０
０
０
万
は

必
要
と
聞
き
ま
し
て
、

そ
の
予
算
は
特
別
交
付

税
の
中
に
あ
リ
ま
す
。

若
者
に
定
住
し
て
も

ら
え
る
条
件
は
、
村
の

中
に
安
定
し
た
生
活
が

出
来
る
仕
事
を
増
や
す

に
は
ど
う
す
る
か
が
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。
自

分
の
政
策
の
中
の
福
祉

村
構
想
が
進
み
、
実
現

し
て
い
け
ば
、
定
住
す

る
為
の
選
択
肢
の
ひ
と

つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

協
力
隊
の
若
者
が
そ

ち
ら
に
目
を
む
け
て
考

え
れ
ば
定
住
で
き
る
可

能
性
は
あ
る
と
考
え
ま

す
。村

と
し
て
各
人
に
単

独
に
支
援
し
て
定
住
し

て
も
ら
う
こ
と
は
、
今

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
協
力
隊
も
総

務
省
の
支
援
を
確
か
め

な
が
ら
で
な
い
と
、
資

金
的
に
不
可
能
と
考
え

ま
す
。

特
別
擁
護
老
人
ホ
ー

ム
計
画
の
説
明
会
を

介
護
保
険
施
設
特
別

擁
護
老
人
ホ
ー
ム
計
画

の
ニ
ー
ズ
調
査
は
、
第

１
号
被
保
険
者
に
対
し

て
だ
け
の
も
の
で
、
第

２
号
被
保
険
者
の
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
。
 
 
 

理
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
説
明
会
を
行
う
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た

が
施
設
設
置
に
よ
り
、

村
民
の
負
担
が
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
は
、
保

険
料
を
払
う
側
と
し
て

は
一
番
関
心
の
あ
る
事

だ
と
思
い
ま
す
。

①
説
明
会
を
ど
の
よ
う

な
予
定
で
行
う
の
か
。

②
説
明
会
で
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
村
民
に

情
報
提
供
す
る
の
か
。

③
説
明
会
で
の
意
見
を

ど
う
判
断
す
る
の
か
。

説
明
会
は
、

平
成
27
年
１
月
中
に

村
長私

が
お
示
し
し
て
い

る
施
設
は
﹁
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
﹂

で
す
。
こ
の
施
設
を
整

備
す
る
た
め
に
は
、
第

６
期
の
介
護
保
険
事
業

計
画
に
位
置
付
け
る
こ

と
が
大
前
提
と
な
り
ま

す
。安

心
し
て
生
活
し
て

い
た
だ
け
る
た
め
の
施

一般質問
（これが聞きたい）

設
整
備
を
進
め
る
た
め
、

説
明
会
を
次
の
よ
う
に

開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

①
説
明
会
は
、
平
成
27

年
１
月
中
に
村
内
一

カ
所
で
開
催
す
る
。

②
住
民
に
広
報
ど
う
し

で
情
報
提
供
す
る
。

③
住
民
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
は
今
後
の
計

画
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
る
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

Ａ

Q

Ａ

協力隊報告会協力隊報告会
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議会活動報告
２１日は「伝える広報」から「伝わる
広報」へ「広報紙面デザインの基礎知識」
「写真の見方、考え方」をそれぞれ３人の
先生方より研修しました。22日は、かね
て予定された町村の「議会だより」につ
いてクリニックが行われました。
今回の研修で、一番勉強になったのは
住民との「対話」と「参加」を重視する
広報をつくっていくと言うことと、１つ
の文章は 30字以内が良いというのが
特に印象にのこりました。

●第81回町村議会広報研修会 平成26年10月21日、22日

●近隣市議会との意見交換会 平成26年10月27日・11月5日

都留市・相模原両市議会と交流会を行い
ました。 道志村・都留市間の新トンネル推
進や、議員間交流を深めるため、10月 27日、
都留堀内市長と長田村長を招いて、交流会を
行いました。11月５日には、国道 413号青
根地区の、改良拡幅事業推進要望のため、相
模原市議会との交流会を行いました。道志は
トンネルの進行状況を説明し、相模原市は平
丸トンネルより西へ、トンネル掘削と横山橋
の改良を進める、との説明がありました。

11月６日に山梨県自治会館で、新任議
員研修が行われました。内容は、元徳島県
川島町長中村健氏の講演で「これからの
議会改革」と題して、今後の町村議会の取
組み方や、住民と議会、行政に対して議会
がどのように対応して行くのかなど、た
いへん参考になる研修で、参加者全員が
熱心に受講してきました。

●新任議員研修会参加 平成26年11月6日 

シェーンバッハ・サボーにてシェーンバッハ・サボーにて

相模原市会議員と相模原市会議員と

中村健氏中村健氏



活動報告
ハイキング＆囲炉裏 de婚活

●出会いサークル部会

議会だより  No.25（10）

少子高齢化により人口が減少している状態が続いています。
有効な手段はないかと模索するなかで、婚活イベントを企画しました。
結婚相談員さんと１年前から準備を進め、ＮＰＯ法人婚活 de八ケ岳推進委員会の皆様
の協力により、11月 23，24日に開催しました。

・９時集合 受付後 ペアを入れ替えて自己紹介
・久保吊り橋から野原 吊り橋 ペアを入れ替えおしゃべりしながら散策
・囲炉裏を囲んでの昼食 鮎の塩焼き＆しし鍋
・北の勢堂から道の駅まで遊歩道をペアを入れ替えてハイキング
・お茶タイム＆マッチング ４時 30分解散

【11月 23日】参加者　男性 10名　女性 9名　6組マッチング

【11月 24日】参加者　男性 7名　女性 6名
3組マッチング

結婚相談員といっしょです結婚相談員といっしょです吊り橋を仲良く吊り橋を仲良く

楽しくハイキング楽しくハイキング

太鼓の演奏で盛り上げ太鼓の演奏で盛り上げ

マッチング成功マッチング成功

マッチングタイムマッチングタイム



「人と自然が輝くまち」神石高原町を視察研修してきました。
町の玄関口である道の駅「さんわ１８２ステーション」の一角には「ローソン」と「自然
食レストラン高原の風」が併設されていました。
昼食を取った「レストラン高原の風」は地元の野菜や肉などの食材を使ったバイキング形
式の自然食レストランで料理の種類も多く味もグー！
ローソンはこの町初のコンビニとして、若者のニーズにマッチし限界集落対策として有

効であるということで誘致されました。道の駅で特産品や朝とれ野菜などを販売し、生活必
需品はローソンで販売するなどして田舎（限界集落）にも町のホットステーションをという
構想からはじめて頑張っている町です。

神石高原町（じんせきこうげんちょう）　　　　　　広島県・神石郡

「日本一の子育て村構想と定住を促進しているまち」邑南町を視察研修してきました。
「日本一の子育て村構想」では、子供医療費の無料（中学校卒業まで）・保育料第２子目以
降完全無料（第１子目も国基準の６割）・保育所完全給食（無料）などからはじまって、子
供を育てやすい環境づくりに取り組んでいます。
空家改修補助事業、Ｕ・Ｉターン者専用住宅の建設など住むところの確保に努めるなど

して、移住者を受け入れています。町内には大きな病院もあり、とにかく、住みよい町づく
りを目指して取り組んでいます。

邑 南 町（おうなんちょう）　　　　　 島根県・邑智郡（おおちぐん）

特別委員会 
●政策部会

（11）平成27年１月１日発行

町職員からの説明町職員からの説明

町ではじめてのコンビニ町ではじめてのコンビニ

研修状況研修状況 邑南町役場前にて邑南町役場前にて
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村
道
谷
相
〜
岩
瀬
線

改
修
は

境
沢
の
水
路
は
、
農
村
災

害
対
策
整
備
事
業
で
整
備

す
る
計
画
も
あ
る
。

質
問

答
弁

平
成
25
年
３
月
定
例
会

横
浜
市
か
ら
の
補
助
金

は︵
浄
化
槽
事
業
︶

平
成
26
年
度
浄
化
槽
事
業

終
了
後
、
30
基
程
度
残
る

の
で
事
業
延
長
を
協
議
し

ま
す
。

質
問

答
弁

平
成
26
年
３
月
定
例
会

４年の延長で、残った基
数を完全に終わらせたい
です。

村民住宅、医師住宅などが
ある場所なので防災対策
が重要です。早期の完成を
望むところです。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

農村災害対策整備事業で、工事がはじ
まりました。

平成26年度浄化槽事業終了後、４年間
の延長を横浜市と協議中です。残りは
50基前後の予定です。

工事現場工事現場浄化槽工事浄化槽工事



神楽の起源は、天照皇大神の誕
生より始められ、時を経て江戸時
代（1603）に移り、庶民の安定し
た生活の中で日本全国各地に神楽
を始め様々な芸能文化が地域に根
付き、日々平安と繁栄に寄与され
て来たと思われます。 
神楽の使命は神の使いであり、

悪魔を祓い浄め、五穀豊穣・子孫
繁栄など庶民の願いを神に告げる
事ですが、川原畑地区の神楽の由
来は、先人達によると江戸時代の
中期～後期前後の頃と言われてい
ます。
熊野八幡神社の祭礼（祇園祭り）
では、祭主神主の祝詞で始まり、神
楽の舞が「新拍子」「矢車」の順で
奉納された後、神社舞台殿におい
て、演芸、カラオケ大会、抽選会等

が行われ、境内では若連を中心に
露店が開かれ祭りを盛り上げてい
ます。
翌日から２日間に渡り１軒毎に

次々と72戸を舞納めする「村舞」
が毎年休む事なく続けられていま
す。また、当保存会では、昭和55
年伊勢神宮、平成12年には熊野本
宮大社で奉納舞を行う等の活動を
行ってきました。
こうした努力が評価され、平成

14年３月８日道志村指定無形文
化財となり、保存会及び若連の奮
起を促して戴き保存と継承に尚一
層努力しています。
道志村及び道志村教育委員会に

対し日頃の御支援に深く感謝申し
上げます。

（13）平成27年１月１日発行

紹

介
しょうかい

川
原
畑
神
楽
保
存
会

祇園祭りで村舞を
続けています

会　長 水越　栄治さん

村舞村舞 熊野本宮大社　奉納舞熊野本宮大社　奉納舞
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12
月
定
例
会
は
16
日
か
ら
19
日

ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。
議
会

だ
よ
り
25
号
を
元
旦
に
読
者
に
届

け
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

︵
こ
れ
は
大
変
だ
︶

暦
を
み
る
と
御
用
納
め
が
26
日

で
す
。
議
会
閉
会
後
か
ら
始
め
た

の
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
議

会
中
も
空
い
た
時
間
に
記
事
を
書

き
、
写
真
を
整
理
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
短
い
時
間
で
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
広
報
委
員
と

事
務
局
が
一
致
協
力
し
、
目
標
に

向
か
っ
て
一
丸
と
な
れ
た
こ
と
で

す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

謹
賀
新
年
 
 
乾
杯
！

︵
出
羽
和
平
︶

編
 
集
後
 
記
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広
報
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委
員
長
 
 山
口
 
 
力

副
委
員
長
 
 杉
本
 
秀
明

委
 
 
員
 
 出
羽
 
和
平

委
 
 
員
 
 水
越
 
茂
広

がんばる人紹介

昨年４月、“スクールガード・リーダー（地域学校安
全指導員）”を道志村教育委員会からの依頼で、大栗の
金子光一郎さんから引き継ぎました。道志村に移住し
て７年、『村のために何かできることはないか』と模
索していたところ、ちょうどお話があり、二つ返事で
引き受けさせていただきました。

“スクールガード・リーダー”の活動は、小学校と連
絡を密にして、安全対策環境の確認及び助言をはじ
め、スクールバスの運用という地域性も考慮の上、月に２回くらい、① 登下校時の国
道を中心としたパトロール（通学路）② 授業時間中のパトロール（学校外周）③ 学校
行事での保護者への連絡や警備（校内）などを行っています。活動する時は、防犯腕章
やベストなどを身に着け、目立った服装をしています。“巡回している姿”を見せること
により、いわゆる不審者の行動を抑止するとともにドライバーの方などに注意を促し、

子供たちが犯罪や交通事故に巻き込まれないよう、
防犯、安全の確保に努めています。子供たちと接触
する機会が多くなり、大きな声で挨拶を交わすたび
に『元気』をもらい、リタイアした私自身が若返っ
た気分になります。子供は、私達の宝です。これか
らも、子供たちが事件や事故に遭遇せず、安心して
学校で勉強や運動に励み、大きく成長していくよう
微力ながら応援していきたいと思っています。

スクールガードリーダー
武居　信喜 さん

スクールガードリーダー
武居　信喜 さん

子供たちの成長を願って

パトロール中パトロール中


